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研究速報 微 粒子活性炭 (CH44) を用いた右側結腸癌症例におけるリンパ流の検討
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図 1 各 群別の黒染率と転移率

(症例数/症 例敷 )

右側結腸癌の リンパ節転移は癌腫の近傍の結腸壁在

リンパ節,傍 結腸 リンパ節より中間 リンパ節,主 リン

パ節,上 腸間膜 リンパ節にそって大動脈周囲 リンパ節

にすすむものと考えられている.し かし,上 腸間膜動

脈起始部周辺の リンパ流については正確に把握されて

おらず,実際上も膵下緑が リンパ節郭清の限界である。

現在行われている右側結腸癌の R3郭 清を中枢側へ拡

大するために,微 粒子活性炭 (CH44)を 用いて リンパ

流路について検討した.

対象 :当院で右半結腸切除術を施行 した 8症 例を対

象とした。癌の主占拠部位は上行結腸 6例 ,盲 腸 2421

であった。 リンパ節郭清は従来よりの R3(際 下縁が郭

清上縁)が 4711,R3+241(上 腸間膜動脈根部)+216(動

静脈間,大 気脈傍)が 4例 であった。

方法 :術 前 2日 前に,大 腸内視鏡を用いて CH44

(200mg/2ml)0.3ml～ 0.5mlを 腫瘍周囲の粘膜下 4個

所に注入した.癌 腫のため口側への内視鏡通過不能例

は肛門側のみに注入した。摘出 リンパ節は大腸癌取扱

い規約ゆに準じ分類 したが,中 枢側への リンパ流路を

わか りやす くするため,第 2群 は中間 リンパ節のみ,

第 3群 は主 リンパ節に上腸間膜静脈 リンパ節を加えた

ものとした。長軸にそった一割面で鏡検し,黒 染の有

無,転 移の有無を半」別 した。

結果 :各群別の黒染率では第 1群 ,第 2群 ,第 3群

は100%(8/8)で , 214は 60.0%(3/5), 216は 100%(4/

4)で あった,216の 動静脈間と大動脈傍の リンパ節で

は黒染率に差はなかった。症4/」1,6で は2/4のみが黒

染されなかった。黒染率よりは,右 側結腸癌の リンパ

流路は,第 3群 より214を経て216への流路が主である

が,214を 経ない流路も示唆される。

各群別の転移状況では第 1群 ,第 2群 ,216に 転移が

あ り,第 3群 ,214転 移が認められない症4/1が2例 あっ
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た。なお,216への転移は動静脈間 リンパ節のみであっ

た (図 1).

考察 i高橋 ら分は,「大腸のおのおのの動脈起始周辺

の リンパ流については今なお不明瞭な点が多い」 とし

ながらも,「上腸間膜血管系の結腸 リンパ流は,主幹動

脈に沿って上行 した後,上 腸間膜静脈周囲のみならず

動脈周囲をも上行し,膵 下縁から膵後面に入 り,上 腸

間膜動脈の大動脈からの起始周辺の リンパ節に注 ぐも

のと考えられている」 と述べている。しかし,本 研究

では上腸間膜動脈の起始周辺 (214)のリンパ節を経て

大動脈周囲の リンパ節 (216)への流路を示す症711と,

214を経ずに直接216への流路を示す症例が存在し, ま

た実際に214への転移を認めず216への転移を認める症

例も存在 した.今 後,合 理的な郭清を行 うために,上

腸間動脈起始周辺より大動脈周囲 リンパ節への流路に

ついて検討する必要がある。

索引用語 :右側結腸癌のリンパ流
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